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北海道電力グループで情報システムやインフラ基盤の構築運用支援をするほくでん情報

テクノロジー（札幌市中央区、魚住元社長）は、グループ企業をはじめとした顧客のIT

（情報技術）システムを安心安全に利用できる支援をしていくために日々技術力の向上

に取り組んでいる。電力会社のシステムは社会インフラでもあるため高い品質が求めら

れる。止めることのできないシステムを構築し運用していくためには高度な技術力が必

要になり、ほくでん情報テクノロジーは常に最新技術の習得と技術力の向上を念頭に全

社的に技術者育成に取り組む。中でも多くの基幹システムで採用が進むLinuxの教育に

積極的で、2016年度からはレッドハットの1社研修トレーニングをオンサイト（同本社

内）で受講。毎年研修を継続しLinux技術の底上げに役立てている。今回、レッドハッ

トのオンサイト研修を続けているほくでん情報テクノロジーに、レッドハットの研修の

ポイントと技術力向上への考え方について聞いた。

北海道電力グループのシステムを一手に
高い品質と技術を維持する教育を最重視

ほくでん情報テクノロジーは、北海道電力グループの IT システム開発と

運用保守、インフラ基盤の運用を行う情報子会社として 1991 年に設立し

た。以降 30 年以上にわたり北海道電力のシステムの開発運用に取り組む

とともに、現在はデータセンターにおける様々なソリューション提供を

中心にグループ外の企業のシステム支援も行う。

IT システムの環境は、常に新しい技術が生まれており、最近はクラウドコ

ンピューティングや IoT、ビッグデータ、人工知能（AI）といった最新のデジ

タル技術を活用したデジタルトランスフォーメーション（DX）に取り組む

企業も多い。北海道電力グループも同様で、電力を安定供給するだけでな

く、企業や消費者へ付加価値の高い電力のサービスを提供していくことが

求められている。様々な電力サービスを行うには IT システムが要となり、

ほくでん情報テクノロジーの役割も大きい。こうした背景もあり、技術力

向上に向けた取り組みは会社設立時から重点施策と位置付けられている。

「電力は社会インフラになるため、品質は落とせないという強い覚悟を

もって取り組んでいます」

社内教育を担当する総務部人事労務グループの森嶋孝一氏は力を込め

る。品質を高めるのはもちろんだが、コストへも目を向ける必要があり、

高い品質を担保しながら効率性を重視するという両立の難しい課題を解

決しなければならない。これこそが技術向上に向けた研修を強化する一

つの理由でもある。

同社は、大きく北海道電力およびほくでんグループ各社向けのシステム

開発や保守を行う部門（約 190 人）、インフラや運用を行う部門（約 120

人）、データセンター業務を行う部門（約 30 人）に分かれて業務を進める。

技術力向上に向けては社員一丸となって取り組んでおり、全社研修に加

え各事業部門での現場教育を並行して行っている。人材育成や技術力強

化について社内で取りまとめる総務部副部長の森猛氏は「IT 会社である

以上、技術教育を最も重視しています」と話す。

新人から中堅、ベテランまでスキルレベルに合わせた教育を行っている。

新人は入社後３か月間技術教育を受け、その後各配属先で現場研修を進

めている。全体では Java や Web アプリケーション開発を中心に教育し、

その後は各部門で求められる技術の習得に努める。「最近はオープン化が

進んでいるため、OSS（オープンソースソフトウエア）のOS（基本ソフト）

やデータベースの教育に力を入れているほか、必須となってきているク

ラウドの技術研修も実施しています」と森氏。幅広い研修プログラムを用

意することで入社後のスキルアップを無理なく続けられるように工夫し

ている。

中でも全社的に習得に力を入れている技術の一つが Linux だ。同社が

Linux 関連の開発に取り組み始めたのは 2016 年 4 月からの電力自由化

に伴うシステム再構築にさかのぼる。「北海道電力のサーバーに Linux が

採用される様になり、そこから Linux の技術習得が本格的に始まりまし

電力自由化のシステム再編が契機
Linuxの技術習得を全社的に

してじっくりと習得できるようにしているという。新機能についての講

義も要望を出しメニュー化してもらった。毎年オンサイト研修を行って

いることもあり、講師とも顔なじみになってきた同社。「要望も聞いても

らいやすくなっています」と森嶋氏。首藤氏も RHCSA の認定試験に無事

合格し、「わかりやすい説明が受けられたことが合格につながりました」

と笑みを浮かべる。

現在、技術者育成に関して、「どのような業務ができるか」「どのような経

験を積んだか」「どのような資格を取得したか」という３つの観点でみて

いる。森氏は「情報処理技術者試験とベンダー系認定資格の両面で資格を

取得しレベルを上げて行ってほしいと思っています」と話す。技術者一人

あたりの教育費用は業界水準以上で推移しており、若手からベテランま

で技術習得の機会を与えている。これから注力していく技術領域は Linux

をはじめとしたオープン系、クラウド系、AI などを必須にしていきたい考

えだ。レッドハットの研修メニューもさらに利用していく。

「レッドハットのトレーニングに不満はなく、このまま利用し続けていき

たい」と森嶋氏。

森氏は「Linux だけでなく Ansible など新しい技術習得に向けてもメ

ニューを活用できるようにしていきたいと考えています。今後はサブス

クリプションの RHLS も活用しながら、RHEL を全社で、新技術を部門で習

得できるような流れを作って行ければいい」と見通しを示した。

ほくでん情報テクノロジーの技術力向上への取り組みは続く。



た」（森嶋氏）。採用が決まった 15 年にインフラ部門から技術習得の要請
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受講者の理解度と習熟度がより向上
オンサイト研修が大前提

レッドハットの研修は実技と演習が多い。一般的な座学研修とは違うた

め、対面して講義や質疑ができることは大きな違いになるようだ。

加えて 1 社研修トレーニングは研修するシステム環境をレッドハット側

で構築してくれることも大きな特徴になる。「他ベンダーの社内研修は、

自分で環境を作るケースがほとんどで手間がかかりますが、レッドハッ

トは事前準備もしてもらえるため負荷が大きく減らせます」（森嶋氏）。

コース内容によっては、事前設定したパソコンを貸し出すことも可能な

ため、研修担当者も煩雑な設定業務に追われずに済む。

16 年以降、毎年実施している 1 社研修トレーニングは、主にこれから

Linux の開発に携わる技術者や、新たな Linux 関連のプロジェクトに携わ

る技術者らが毎年 10 人程度受講している。現在はシステム管理者向けの

研修に注力。初めて Linux に触れる技術者向け、すでに Linux の基礎を習

得済みでバージョンアップした内容を習得する技術者向け、Red Hat 認定

システム管理者 （RHCSA）の資格取得を目指す技術者向け―の３本柱で取

り組む。

「当社は多くの分野で認定資格の取得を目標に研修をしています。もちろ

ん技術者には Linux についても資格取得を目標に取り組むようにお願い

しています」と森嶋氏。2018 年から資格取得に本格的に取り組み始め、

RHCSA の合格者は 14 人までになった。森嶋氏は「難易度の高い試験です

が、毎年２～３人の合格者を出せています」と自信をみせる。

このほど１社研修トレーニングを受講した情報システム開発一部営業シ

ステムグループテクニカルリーダーの首藤昭彦氏は「これまで通常業務
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の研修と比べても非常に実践的でした」と振り返る。研修メニューは企業
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同社が利用している RHCSA 速習コースは通常５日間だが、６日間に増や
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満足いくトレーニングは継続利用へ
新しい技術習得に向けても活用する計画
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